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④ 採取した種子を植え F1世代を播種・栽培をし、さらに F2世代の種子を採取する。 


































図 3 九州 36 号と交配させたキザキノナタネのリノレイン酸の割合 
 
フレッシュのリノレイン酸の比率はおよそ 3～8%に収束し、九州 36 号のリノレイン
酸の比率はおよそ 5～12%に収束した。フレッシュについては得られた系統のリノレイ
ン酸含量はいずれも正規分布の範囲内にとどまっていたが、九州 36 号の交配系統はリ




 今後の研究では九州 36 号とキザキノナタネを交配して得られた F2 世代の種子から油脂
を抽出してその脂肪酸組成を分析している。F2 世代の種子にはオレイン酸が主体のキザキ
ノナタネ型の脂肪酸組成、リノレイン酸・エルシン酸型の九州 36 号型の脂肪酸組成、リノ
レイン酸が多くエルシン酸フリーの交雑型種子が混在している。 
そのため、バルク種子から抽出して分析した今回の結果は明確にリノレイン酸が多い系統
を検出することは難しい。しかしながら、九州 36 号×キザキノナタネの交配系統の中で、
正規分布から大きく外れている系統が得られた。このことはこれらの系統については後輩
が成功しており、この系統の種を播種しリノレイン酸が多くエルシン酸フリーのホモ個体
を選抜・育種することで α-リノレイン酸を多く含む品種を作ることが間違いなくでき
ると考えられる。 
